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表1 2007年ドイツの住民 移民の背景を持つ者*/主たる生計d}Íl~ 1j
主たる生活費 就業による
住民/人口 就業 失業手当牢牢 生活者の割合:
出 身 (子人) (1)に対する
(2)の割合
(1) (2) (3) (4) 
全体 82.257 34.338 4.664 41.4 
自由民 66.846 28.748 3，134 43.0 
EU 27 3.686 1.628 231 44.2 
ムスリム 3.998 1.357 591 33.9 
Pョ トルコ 2，527 852 330 33.7 アフリカ 480 159 80 33.1 訳
中近東 708 224 147 31.6 
ボスニア・
ヘルツェゴ 283 122 34 43.1 
ヴィナ
出身地不明 4，586 1.467 325 31.9 
数値はザラツインが挙げているものをそのまま掲jlま (283頁)。





























と警告し、われわれはそれを望むのかと問しづユける (319-320頁)0 8 
IV.統合の問題
ザラツインはトルコのエルドアン首相(当時)の発言を引用し、その認識の中に問題性を見
る。 即ち、 EU加盟に関連したエルドアンの「そうです。あなた方はすでに EUの中にいます。

















































































受け入れ社会となるドイツは移民に対する「明確な期待の姿勢 J(eine klare 
























































































JI外 E義者の主張と:tJI1;jーするための予備的考祭ー ドイツの移民1m組に対するテイ iコe ザラツインの姿勢を例に - 109 
j "1:1 ~I~者の約 3 割は葉:t/J されている。
~ Sarrazin，Thilo， Delltschland schafft sich ab. Wie wir llnSer Land alfs Spiel setzen， 2010。以 Fに
おいては|可書からの引用・参照笥所は本文中で括弧内に頁を記す。 1司舎を通して起きた議論や|可?と:へ
の考察などに関しては、例えば、今D!1'元「ザラツイン論争一体flJ!J化したら'¥;¥ij:_'UJ1'Uへの日14






5 I失業手当IlJの通称。 2002年 2月に設置された PeterHartz 委員会に基づく ~I~:;J;。独身者に対す





ツインは一定の ~;lé1illi を示している。問題の渋滞:は 80 年代以昨に家族の呼び寄せの枠で、また貧j孟!さ
らには戦争難民としてドイツにぞってきた人々であるとの分析を示す。しかもそのおよそ 80%はア
ラブ系、殺りはトルコ系移民で、ある (300 。
8 I:U~I:. 平に関しては、 ドイツの統計では宗教別あるいは旬:殺の出身症i別の数倍は表示されてはいな
いが、ザラツインは liJ円安 I~I<'; な手法でそれを判長論し、 2007 年のドイツにおけーる 5i夜未満のYむなに!場し、
ムスリム系の子どもの割合を 14~ 23%と見積もっている。ザラツインはこうした数すEと、 2030ilミに
おけるドイツで、は大都市や中規模者を中心におよそ 700万人のムスリムが暮らし、住民の三分のー
を構成するとの宗教学者 M ブルーメ (MichaelBlllme)の指摘を引用して、 ドイツ文化に|均する上
;述の普告を行うのである (3]8-319頁)。
9 ザラツインは、統合 Ontegra tion) と同化 (Assimilation) は「見かけ上の対立J(Schein-
gegensatz)であり、言葉ーの違いだけの問題であるとの見解を示している (309
10 -lfラツインに拠れば、 ドイツではムスリム女性の 33%がスカーフをかぶり、 53%がそれを蛇否し
ている (314頁)。
1 200711::沼勢前査の数イ誌においてザラツインが注目する区分は、移民ではない生粋のドイツ人、 EU
))11盟諸国からの移民、ムスリム、ボスニア・ヘルツェゴヴィナ出身者のそれぞれの人数と、 ~L f:1 卜の主た
る?Jjl(例えば、労働による給与か失業手当か)、就業率、そして移転給付の~ltlJ合などである。表 l を参照。
ロそれに対してロシア系の[後発帰還者jの場合には、その数値は 67%と高い (294真)口




日的として学校の門前で無料の CD(Schulhof-CD 2(13)を配布した。その CDタイトル，DieZukunft 
im Blick' (視線の1:1の未来)そのものがザラツインの|司書2C，fIのタイトル IEinBlick in die ZukllnftJ 
(未来への抗線)と類似するだけでなく、この CDに合まれた歌詞の内容も問書の主民と類似してい
るものが多いD
